
富山県の人口移動状況
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（出典）富山県「平成29年人口移動調査」（平成28年10月1日～平成29年9月30日）

ポイント① 本県の年齢別社会動態の特徴は若者世代（１５～３４歳）の転出超過

ポイント② 特に ２０～２４歳の女性の転出超過（△３１５人）が顕著

ポイント③ 男性は、２０～２４歳での社会移動が改善傾向にあり、 大半の世代で転入超過
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若者世代の転出超過

県外から転入 １，４７９人
県外への転出 １，７９４人

差 引 △ ３１５人

平成２７年 ２８年 ２９年

全体合計 ▲８９７人 ＋２２６人 ＋３５８人

15～34歳合計 ▲１，１８３人 ▲３２７人 ▲１８人

男

性

15～19歳 ▲１９７人 ▲９４人 ▲５９人

20～24歳 ＋１０８人 ＋３２０人 ＋２４６人

25～29歳 ▲１３５人 ＋５７人 ＋２９人

30～34歳 ＋１７人 ＋６２人 ＋２０３人

女

性

15～19歳 ▲１９６人 ▲１３７人 ▲７８人

20～24歳 ▲５３０人 ▲３８１人 ▲３１５人

25～29歳 ▲２２０人 ▲１４２人 ▲１１４人

30～34歳 ▲３０人 ▲１２人 ７０人
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（出典）富山県「人口移動調査」



ポイント① 県全体の社会移動（外国人含む）は、転入超過（358人）となっている。

ポイント② 各市町村の県内、県外、海外等を合わせた社会移動は、６市村で転入超過。

ポイント③ 東京都との社会移動は、黒部市のみ転入超過となっている。
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転出入数（県内市町村間移動）

転出入数（県外との移動）

うち東京都との移動

国外移動・その他

転出入数（県内＋県外＋国外等）

※東京都、国外移動・その他への移動者数が１０人
未満につき、データを割愛（舟橋村）

富山県
総 数

県内移動 県外移動
国外移動・
その他うち東京都

転入 転出 差引 転入 転出 差引 転入 転出 差引 差引

358 11,581 11,581 0 13,537 14,474 ▲937 1,782 2,331 ▲549 1,295

（出典）富山県「平成29年人口移動調査」（平成28年10月1日～平成29年9月30日）
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※移動者数は国内（都道府県間）の移動のみを集計
（海外からの転入・海外への転出は含まない）

平成 2 9 年 都道府県別社会移動 （ 日 本 人 の み ）

75,498

▲1,093

（出典）総務省「住民基本台帳人口移動報告」（期間：平成29年1月～平成29年12月）

東京圏への転入超過数は、119,779人で
一極集中の傾向が継続

転入超過数 対前年比
H25： 96,524人 +29,315人
H26：109,408人 +12,884人
H27：119,357人 +9,949人
H28：117,868人 △1,489人
H29：119,779人 +1,911人


